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 ●SAKATA INX INDIA（以下、SAI）でTPM活動を開始すること

になったきっかけは何ですか？ 

 SAIは、製造業務における安全、品質、効率、生産性の向上および

ロス削減を常に目指しており、これにより安全な作業環境の実現と

高品質な製品の提供、さらには収益性の向上を図っています。その

ため、設備に対する責任を共有する文化を醸成し、現場作業員の参

画を促進するとともに、管理職を含む全員が共通の目標に向かって

体系的に取り組むことのできるプログラムが必要でした。そこで

SAIは、その実現に向けた最適な手法としてTPMの8つの柱を採用

し、「故障ゼロ、不良ゼロ、ロスゼロ」の達成を目指して活動を

推進しています。
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 ●TPM賞　受賞式について教えてください。

SAIは2026年3月20日、国立京都国際会館（日本）において

「2025年度TPM優秀賞」を受賞しました。

日本の美しい都市・京都で開催された授賞式で、

日本プラントメンテナンス協会（JIPM）から

この賞を授与されたことは、

私を含めた式典に出席したチームメンバーにとって大変誇らしく、

忘れられない経験となりました。

また、日本滞在中には日本の文化や温かいおもてなしに触れることができ、

非常に有意義な時間を過ごしました。

●10年以上にわたる取り組みを振り返って、最も印象に残っていることは何ですか？ 

過去10年以上にわたるTPMの導入により、組織全体のKPI達成に向けて協力しながら取り組む、高い

スキルと効率性を備えたチームを育成することができました。これは、組織が成功を収めるための重

要な要素の一つです。 また、TPMの導入によって、ロスの削減、品質および生産効率の向上、そして

常に安全な作業環境の確保を重視する優れた職場文化が醸成されました。さらに、顧客志向の活動を

強化することで、利益の継続的な向上、オンタイムデリバリー、そしてブランド価値の向上にもつなが

っています。

●TPM活動を続ける中で、職場やチームはどのように変化しましたか？

TPMの導入により、当社の職場は常に整理整頓され、安全で活気のある環境となり、

従業員の士気と業務効率の向上につながっています。

さらに、時間の経過とともに、チームには目標達成に向けて

集中して取り組み、計画的かつ規律を持って協力し合う文化が根付きました。

現在では、事業目標に沿った明確な目標と行動計画のもとで業務を進めています。

京都での授賞式の様子
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KMI・KPIの設定

具体的で、測定可能かつ達成可能、さらに現実的な重要経営評価指標（KMI）および重要業績評価指標

（KPI）を設定することが大きな課題でした。そのため、ロスや効率、品質、安全、納期に影響を与え

る業務上の要因を明確にするため、徹底したブレインストーミングを実施しました。その後も継続的に

見直しを行い、課題やギャップを把握した上で、売上や利益への効果を示すことができる適切なKMI・

KPI・KAIの体系を構築しました。

●これまで直面した中で最も困難だった課題は何ですか？その課題をどのように克服しましたか？  

TPM活動を進める中で直面した主な課題は、次の3点です。
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インドではオペレーターレベルの離職率が高く、TPMの知識とスキルを持つ人材が流出してしまうこと

が大きな課題でした。そこで、体系的な教育訓練や従業員エンゲージメントの向上、スキル強化に重点

的に取り組み、新しいオペレーターでも短期間でTPMの実践を習得し、早期に活躍できる体制を整えま

した。

オペレーターの高い離職率への対応

ビワディ工場とパノリ工場という離れた2つの拠点で、複数の工場を並行して運営しながらTPMを推進

し、統一的に運用することも大きな課題でした。これに対しては、拠点間の連携強化や知識共有、活動

内容およびKPIの標準化を進めることで、両拠点で常に同じレベルのTPM活動を維持することができま

した。

複数拠点でのTPM活動の運営

４ 
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●この賞を受賞した感想

チーム一同、TPM認定企業で働いていることを非常に誇りに思っています。今回の受賞により、

これまで達成してきたTPMの基準を維持するとともに、さらに高いレベルを目指していく責任を強く

感じています。TPM優秀賞の受賞はチーム全体の大きな励みとなっており、士気は非常に高く、

今後数年間でさらなるTPMの高みを目指して取り組んでいます。

●今後の目標

SAIの今後の目標は明確です。

1．TPMの基準を継続的に維持し、2029年までにビワディおよびパノリ拠点において

「TPM特別賞」の受賞に向けた準備を進めること。

2．安全、効率、品質、ロス削減、および職場文化の面で、SAIをサカタグループ屈指の優れた

生産拠点として確立すること。

3．バングラデシュ拠点でのTPM導入を加速し、今後2年以内にTPM優秀賞の認定取得を目指すこ

と。

●他拠点へのメッセージ 

TPMの実践を日常業務の一部として習慣化し、あらゆる活動の中に定着させることができれば、

どの拠点でもTPMの基準の達成は十分に可能です。

また、重要業績評価指標（KPI）と重要活動評価指標（KAI）は、

SMARTの原則に基づき、事業目標と密接に連動し、チームが直接管理できる

内容として設定することが重要です。

TPM監査においては、KPIおよびKAIに対する進捗状況が、

TPM活動が長年にわたりもたらしてきた成果を評価する重要な指標となります。
長船さん RAJNISHさん上野さん
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